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表紙の解説
日本海西部海域でのトロール調査風景

写真撮影　上田祐司（資源管理部・資源生態グループ）
解説　　　　　　佐久間啓（資源管理部・資源生態グループ）

日本海西部海域において当水産研究所が実施しているトロール調査（ズワイガニ等底魚資源調査）で
は、2000年代以降、島根県沖を中心に多くのマダラが採集されます。写真手前側のかごの中には体長70cm
を超えるような大型個体（5歳以上）が、デッキ上に散らばる漁獲物には体長40cm程度の若齢魚（2～3
歳）も見られます。日本海のマダラは、北部（青森県～石川県）を中心に年間3000トン前後の水揚げがあ
る一方、日本海西部（福井県～島根県）でも漁獲されており、年によっては1000トン近い水揚げがあるこ
とは、あまり知られていません。マダラの資源状態をより的確にとらえるためには、マダラの集団が日本
海でどのように分布しているかを把握する必要があります。
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